


　昨年、ピース・マークのポスターで大田区の街を
賑わした「ガイドヘルパーから始めよう」キャンペー
ンが、装い新たに帰ってきました！　さ、今回はど
んなことになるのでしょうか？　何やら前回よりイ
ロイロとパワー・アップしているようです。「キャ
ンペーンなんてやってるけど、外出支援の実体はど
うなってんのサ？」「パワー・アップって何が？」
とおっしゃるそこのアナタ！　『ふうラボ』編集部
は、そんな、まだ寄せられてもいない疑問に応える
べく数回に分けて特集を組んで行く予定であります。
肩の力を抜いてお付き合いくださいネ。

ガイドヘルパーがひとりでも増えて

　さて、まずはお馴染み、風雷社中・代表の中村和
利のことばから。
「障害があるために単独での外出に困難がある人た
ちが、家族も対応できない時に利用できる公的な福
祉サービスが移動支援＝ガイドヘルプです。社会参
加や通学通所に利用を希望している人たちがたくさ
んいます。でも、そのガイドヘルプを担うガイドヘ
ルパーが大幅に不足していて、外出が必要なときに
できない、外出がしたいときにできないで、我慢を
したり、家族が自分たちの都合を調整して対応した
りしています。ガイドヘルパーがひとりでも増えて、
そんな状況が解消されて欲しいって思うのです。」

同じ社会に生きるもの同士を繋ぐ

　今回のキャペーン、トランジット・ヤードの新し
い住人でもあるカメラマン・柴田大輔さんが、新た
にかかわっておられます。柴田さんからも、コメン

◎編集後記
　「ガイドヘルパーから始めよう」キャンペーンの
特集の、今月は第一弾。表紙は、その特集にもご「出
演」いただいた柴田大輔さんによる外出支援の写真
展の様子。ちなみに、この上の写真も柴田さん撮影
です。同キャンペーンにはFacebookページもあり
ます。ぜひチェックしてみてくださいネ！（下）
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「ガイドヘルパーから始めよう」再スタ
ート！

どこ行こう？──外出支援キャンペーン、新たにやります。

　毎月最終日曜日には【占いでビックリ★マッサージで
ホッコリ★ワンコインでビックリ】ってイベントをやっ
ています \(// ∇ //)\

　先生は 銀座のママ
や芸能人もみている岩
村先生 ^ - ^
　そんな先生が なん
と 500 円で colors で
やってくれていまーす
(^O^) ／
　占いは、【今までみ

てもらった占いの中で一番当たってるー】と、リピーター
続出ですし、マッサージも気持ち良い (#^.^#)!!　岩村先
生は、日本で一番、障害者をみている占い師だと思いま
す (^O^) ／
　どうぞみなさん、来てくださいねー (^O^) ／

TransitCafe-Colors

今月のピックアップ
○東京都大田区東矢口 3-3-1 TRANSITYARD 1F
○ https://www.facebook.com/BFC.Colors
○ colors2013tokyo@gmail.comトをいただきました。

「8月からガイドヘルパーを始めた。これまで接点
に気づかず、ただ何となく一様にとらえていた『障
害者』と呼ばれている方々の一人一人の個性に初め
て触れた。同じ社会に生きるもの同士を繋ぐガイド
ヘルパー。写真撮影を通して、利用者、支援者を超
えた人としての表情を写したい。」
　柴田さんのように「写真を撮る」ことで福祉に触
れ、入ってこられる方もいます。どんなかたちでも、
かかわることはできそうですね！

見た人が具体的な一歩を踏み出せる
よう

　ポスター・デザインは、今回も佐々木真美さん。
今回は「ブルー」を基調にした爽やかなデザインに
なってます。どんなことを感じて、どんなことを考
えながらつくられているのでしょうか？

「ヘルパー不足を訴
えたいのだけれど、
それが悲観的ではな
く、見た人が具体的
な一歩を踏み出せる
よう、ポジティブな
気持ちになれるよう

なデザインを心がけました。街に出ること、人と触
れ合うことで世界が広がるように、このキャンペー
ンのアイコンが色んな人の目に触れて、このメッセー
ジが色んな人に届いて、色んな動きが共鳴していっ
て、ヘルパー不足が解消されて、もっと先のちょっ
と良いことがたくさん増えるといいなと思います。」

※次号に（たぶん）つづく


